
　

研
究
者
に
対
し
て
、
理
想
の
都
市
と
は
何

か
と
問
う
と
、
多
く
の
場
合
、
〜
と
い
う
条

件
下
で
は
〜
の
よ
う
な
都
市
が
理
想
で
あ

る
、
と
い
っ
た
条
件
付
き
の
回
答
が
返
っ
て

き
ま
す
。
例
え
ば
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す

る
理
想
都
市
、
社
会
的
包
摂
に
つ
い
て
優
れ

た
都
市
、
経
済
的
効
率
性
の
高
い
都
市
な
ど

を
議
論
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
分

野
の
研
究
者
は
得
意
で
、
地
球
環
境
問
題
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
各
分
野
の
知
見
を
統

合
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
学
際
的
研
究
が

環
境
学
研
究
科
や
各
地
の
学
際
的
機
関
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
人
の
研
究
者
が
多
数

の
分
野
の
研
究
を
同
時
に
同
じ
深
度
で
追
及

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
近
隣
の
研
究
分
野
に

つ
い
て
何
か
意
見
を
述
べ
た
く
と
も
、
自
身

の
分
野
で
な
い
研
究
に
つ
い
て
議
論
を
す
る

こ
と
は
「
不
安
」
を
伴
う
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
都
市
間
の
関
係
性
に
置
き

換
え
て
み
る
と
、
自
身
が
親
し
み
の
あ
る
都

市
以
外
に
つ
い
て
、
問
題
点
や
可
能
性
を
議

論
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
都
市
の
場
合
、
対
外
的
な
議
論
の
み
な

ら
ず
、
対
内
的
に
も
他
都
市
と
比
較
し
た
自

ら
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
曖
昧
に
理
解
さ
れ
て

い
る
状
況
で
は
、
都
市
と
い
う
複
雑
な
対
象

を
前
に
漠
然
と
し
た
不
安
を
持
ち
得
ま
す
。

こ
れ
は
地
域
に
つ
い
て
も
同
様
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
不
安
を
解
消
す
る
一
つ
の
方

法
と
し
て
、
対
象
を
比
較
可
能
な
か
た
ち
で

可
視
化
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
下

図
は
、
各
都
市
の
周
辺
地
域
を
含
む
約

2
0
0
㎞
四
方
の
範
囲
を
切
り
出
し
、
そ
の

範
囲
の
人
口
分
布
を
立
体
的
に
示
し
た
図
で

す
。
デ
ー
タ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
整
備
さ
れ
た

LandScan

と
呼
ば
れ
る
約
1
㎞
四
方
の
解
像

度
の
も
の
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
都
市
及
び

そ
の
周
辺
を
含
む
都
市
地
域
の
特
徴
に
つ
い

て
、
こ
の
図
を
見
る
前
に
は
異
な
る
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
て
い
た
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
世
界
都
市
論
等
の
中
で
大

都
市
と
し
て
議
論
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、

周
辺
も
含
め
て
見
れ
ば
、
中
心
部
の
密
度
や

周
辺
の
人
口
の
多
さ
で
は
比
較
的
「
コ
ン
パ

ク
ト
」
な
都
市
に
見
え
ま
す
。
各
都
市
、
各

国
に
注
目
し
て
い
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観

点
か
ら
示
唆
を
抽
出
で
き
る
基
盤
と
な
る
情

報
が
あ
れ
ば
、
「
安
心
」
し
て
建
設
的
か
つ

国
際
的
な
議
論
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
緑
地
利
用
と
社

会
・
経
済
的
格
差
に
関
し
て
共
同
研
究
者
の

香
坂
玲
教
授
と
解
析
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

可
視
化
の
長
所
と
短
所
を
考
慮
し
つ
つ
、
問

題
の
特
定
と
解
決
に
向
け
た
方
向
性
を
議
論

す
る
基
盤
の
提
示
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

環
境
学
の

未
来
予
測

学際的都市地域研究と国際的に
比較可能な空間情報の活用
社会環境学専攻　環境政策論講座　内山 愉太 特任講師

理学、工学、人文社会科学、異なる専門領域の学生
がともに学ぶ環境学研究科ならではの授業です。

　この授業では、地球環境と密接に関わっている地球上の生物について、
環境変化や時代変化に伴う形態変化や生息場所の変化など、｢生物の進
化｣の観点から学んでいます。毎週、学生全員で生物の進化史や生物多様
性に関する英語論文を輪読し、林先生の解説を踏まえながら論文の内容
の理解を深めています。地球の進化とともに、生物も自然環境に適合しなが
ら生き延びてきたことを実感できる、スケールの大きい授業内容です。
　また、林先生は授業内容だけでなく、私たちが英語で論文を書く際や読
む際にポイントとなる英単語・熟語なども毎回教えてくださいます。人数は少
ないですが、学生と先生の距離が近い点もこの授業の魅力です！

　生物圏進化学特論は生物圏の進化、変遷に関連した基礎的事項、

「種」、「種分化」、「生態系」、「（古）生物地理」などについて講究する

授業です。「数百万、時には数千万いると見積もられる地球上の種が、

どう進化し多様性を持つに至ったかを講義し、議論しています」と林先

生。生物分野以外、時には都市環境学専攻の学生が受講したことも

あり、受講生のバックグラウンドを考慮した上で、どんな専攻の学生に

も有用性が高くなるよう、講義に工夫を加えています。「今年は日本人

の学生ばかりだったので輪読形式に。他分野にも共通して使えるよう

な科学英語のティップスの紹介などにも時間を割いています。留学生がいるときはスライドな

どを用いた講義形式にしたりします」。

 生物圏の進化を知ることは、現在の生物圏の状態を評価するこ

と、将来の生物圏を予測することの礎となると林先生。「この授業

を通じて、将来生態系の保全やアセスメントなど環境の仕事に

携わる方だけでなく、他分野で活躍される方が、「生態系を構成

する一個体のホモ・サピエンス」としてのライフスタイルやマイン

ドセットの選択をする上でも、役に立つ情報や考え方を提供す

ることができれば、と思っています」。

、
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生物圏の進化を知ることは、現在の生物圏の状態を評価するこ生 圏 進 知 こ 、 在 生 の 態 評 す

、将来の生物圏を予測することの礎となるの 物 を 測 こ の なと

林誠司先生

地球環境科学専攻　地質・地球生物学講座

都市地域マネジメントにつ
いて生物多様性・持続可能
性等のGISを活用した評価
から、農業遺産等の地域
認定制度の活用手法、多
世代型の地域観光資源管
理の研究に携わっている。

内山 愉太

東京名古屋

ニューヨーク コルカタ




